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答申に記載する提言案について 

 

（１）同一案件における発注時期について 【改善】 

前回の提言趣旨 状況 

学校に係る案件において、複数の同

一案件の入札を同時期に行っている。

競争性を高めていくのであれば、発注時

期を平準化するよう、検討していただき

たい。 

児童生徒の少ない夏休み期間の工

事が主となっているが、可能な範囲で入

札時期を分けた。改善が見られた案件

がある一方で、変わらず辞退が多い案

件もあった。 

 学校の教育活動との兼ね合いにより、年間を通じた平準化を行うことは困難である

状況の中、可能な限り発注時期を分散したことにより、一定の改善が見られた。 

 

 

（２）不調終了案件について 【改善】【継続】 

前回の提言趣旨 状況 

法改正等の影響により、技術者不足

が影響するエレベーター設置工事に多く

見受けられた。本体工事に組み込んだ

競争に切り替えるなどの対応が必要で

ある。他の案件においても、計画性をも

って発注し、平準化を図ることで不調の

発生を抑制してほしい。 

エレベーター工事と本体工事とを一体

化することで、近年は、エレベーター工

事の不調は生じていない。 

他の案件においては、様々な要因か

ら恒常的に不調が発生している。 

エレベーター設置工事については、改善が見られた。 

引き続き、不調の発生を抑制するため、取組を検討していただきたい。 
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（３）競争入札における１者応札について 【継続】 

前回の提言趣旨 状況 

複数の参加希望者がいたにも関わら

ず、１者応札となった案件や、参加希望

者が１者のみであった案件が見受けら

れた。引き続き、応札状況の分析と入札

の効果を発揮できる取組を検討してい

ただきたい。 

発注見通しの公表など業者の入札参

加の促進に努めているものの、１者応札

となる案件は、恒常的に生じている。予

定価格を事前公表していることにより、

業者の積算が予定価格を超えた場合に

は辞退することも要因となっている。 

引き続き、業者の応札状況を分析していただくとともに、競争入札の効果を最大限

発揮できるような取組を検討していただきたい。 

 

 

（４）総合評価の評価項目について 【改善】 

前回の提言趣旨 状況 

入札前に申請する「技術評価点申出

書」に記載する事項は予定である項目

がある。特に「配置予定技術者」の評価

項目については、その確認方法として、

書類の確認だけではなく、工期中に現

場を確認するなど、厳密に行う必要があ

ると考えるので、確認方法を検討してい

ただきたい。 

配置技術者の保有資格の確認は、工

事担当課に業者から提出された資格者

証の写しを基に行っている。また、工期

中に工事担当課の監督員が、当該技術

者本人が実際に現場で活動しているこ

とを確認している。 

本提言については取組が行われていることを確認した。 
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（５）物品購入における条件付一般競争入札について 【継続】  

前回の提言趣旨 状況 

学校備品に関する案件については、

応札業者数が少ない状況が見受けられ

た。今回の応札状況を分析していただ

き、多くの業者が参加でき、かつ競争性

を高めることができる方法について検討

していただきたい。 

募集する業種として、従来の「什器・

家具」に「学校教材」を加えて公示した。

応札者が若干増加したものの、いずれ

も「什器・家具」の業種の登録をしてお

り、業種を複数にしたことによる効果と

は言えない。 

今回の応札状況を分析していただき、多くの業者が参加でき、かつ競争性を高め

ることができる方法について検討していただきたい。 


